


2



3



4



5



6



7



8



9



島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
、
島
根
お
お
ち
女
性
部
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

が
協
力
し
、
邑
南
町
中
野
の
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
に
て
保
育
園
児
と
、
さ
つ

ま
い
も
の
苗
植
え
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、
次
世
代
を
担

う
子
供
達
が
土
に
触
れ
、
作
物
を
育
て
て
収
穫
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
通
じ

て
「
食
と
農
の
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
2
0
0
5
年

か
ら
継
続
し
、
今
年
で
14
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
管
内
9
つ
の
保
育
園
か
ら
82
名
の
園
児
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
か
ら
晴
天
で
暑
く
な
り
ま
し
た
が
、
圃
場
に
は
元
気
い
っ
ぱ
い
な
園
児
た

ち
の
声
が
響
き
、
お
よ
そ
10
ａ
の
圃
場
に
約
1
、1
0
0
本
の
さ
つ
ま
い
も

の
苗
を
植
え
つ
け
ま
し
た
。

秋
に
は
、
い
も
掘
り
交
流
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
植
え
た
さ

つ
ま
い
も
を
自
分
た
ち
で
掘
り
起
こ
し
て
食
べ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そうだね！
おいしいお芋ができると

いいね

ここまで
植えるんだって

これで
いいかなぁ？

こうや
って

植えるん
だよ

うん
。

やってみ
る！

なんか

動いた !!

やっと全
部

終わった

どおしたの？

まだいっぱい

あるなぁ
ちゃんと

植えれてるかな？

上手に植えたね！

だんだん
わかってきたね
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令
和
元
年
度
島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
授
与
式
が
邑
南
町
の
田
所
公
民

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
島
根
お
お
ち
管
内
で
の

開
催
と
な
り
、
各
地
区
本
部
か
ら
昨
年
よ
り
多
く
の

1
0
8
点
の
出
品
が
あ
る
な
か
、
島
根
お
お
ち
地
区

本
部
か
ら
も
30
点
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
は
生
産
者
の
生
産
技
術
・
生
産
意
欲

の
向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
審
査
の
結
果
、

優
秀
賞
【
島
根
県
知
事
賞
】
に
川
本
地
区
の
松
田
美

知
子
さ
ん
、
優
良
賞
に
邑
智
地
区
の
樋
ヶ
陽
子
さ
ん
、

同
じ
く
優
良
賞
に
邑
智
地
区
の
佐
々
木
政
信
さ
ん
、

佳
良
賞
に
瑞
穂
地
区
の
北
村
豈
弘
さ
ん
、
同
じ
く
佳
良
賞
に
石
見
地
区
の
𠮷

賀
晴
雄
さ
ん
、
桜
江
地
区
の
地
主
信
夫
さ
ん
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
松
田
美
知
子
さ
ん
は
７
月
12
日
に
開
催
さ
れ
る
第
67

回
全
国
乾
椎
茸
品
評
会
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

島
根
お
お
ち
椎
茸
生
産
組
合
で
は
、
今
後
も
生
産
量
の
回
復
、
生
産
技
術

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
度　
島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会

　

島
根
お
お
ち
菌
床
し
い
た
け
生
産
組

合
定
期
総
会
が
６
月
14
日
に
邑
南
町
い

こ
い
の
村
し
ま
ね
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
報
告
で
は
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
生

産
協
議
会
主
催
に
よ
る
研
修
会
に
積
極

的
に
参
加
し

栽
培
知
識
の

向
上
に
努
め
て
い
る
こ
と
や
販
売
促

進
活
動
の
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

通
じ
て
「
国
産
原
料
」
を
使
用
し
て

い
る
証
し
と
し
て
「
ど
ん
ぐ
り
マ
ー

ク
」
を
消
費
者
に
P
R
し
、
国
産
原

料
を
使
用
し
た
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

生
産
さ
れ
た
菌
床
し
い
た
け
の
安
全

性
を
周
知
し
た
活
動
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

総
会
後
は
島
根
県
中
山
間
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー
富
川
課
長
、
大
場
研
究

員
を
招
き「
美
味
し
ま
ね
認
証
制
度
」

に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
、「
整

理
・
整
頓
・
片
づ
け
」
を
基
本
と
し

て
取
り
組
み
、
生
産
者
が
自
ら
リ
ス

ク
評
価
す
る
等
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
事
業
計
画
で
は
、

美
味
し
ま
ね
認
証
取
得
に
向
け
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
生
産
現
場

で
は
更
に
安
全
性
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

第
19
回
島
根
お
お
ち
菌
床
し
い
た
け

生
産
組
合
定
期
総
会

6
6月

令
和
元
年
度

島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
入
賞
者
（
敬
称
略
）

優
秀
賞
【
島
根
県
知
事
賞
】

ど
ん
こ　
　

松
田
美
知
子
（
川
本
）

優
良
賞

こ
う
し
ん　

樋
ヶ　

陽
子
（
邑
智
）

こ
う
し
ん　

佐
々
木
政
信
（
邑
智
）

佳
良
賞

ど
ん
こ　
　

北
村　

豈
弘
（
瑞
穂
）

こ
う
こ　
　

𠮷
賀　

晴
雄
（
石
見
）

ど
ん
こ　
　

地
主　

信
夫
（
桜
江
）

14
6月

どんぐりマーク

優秀賞【県知事賞】を受賞された
松田美知子さん（川本）
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第
57
回
島
根
米
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、
６
月
13
日
に
松

江
市
に
お
い
て
表
彰
式
が
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会

に
お
い
て
は
、
形
質
、
整
粒
歩
合
、
着
色
粒
、
異
種
穀
粒

に
食
味
値
を
加
え
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
1
3
6
点
の

出
品
が
あ
る
中
で
、
昨
年
に
続
き
、
つ
や
姫
の
部
で
は
農

事
組
合
法
人
小
田
営
農
組
合
（
江
津
市
桜
江
町
）、
き
ぬ
む

す
め
の
部
で
は
農
事
組
合
法
人
小
松
地
営
農
倶
楽
部
（
美

郷
町
）、
水
稲
も
ち
玄
米
の
部
で
は
田
中
雅
文
さ
ん
（
邑
南

町
）
が
島
根
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　　

他
の
受
賞
者
に
つ
い
て
は
下
記
の
通
り
で
す
。

第
57
回
島
根
米
品
評
会

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部

は
、
ゆ
と
り
倶
楽
部
の
第

２
回
講
座
を
開
講
し
ま
し

た
。
今
回
は
「
家
の
光
」

地
方
講
師
の
影
山
和
美
先

生
を
お
招
き
し
て
「
草
木

染
め
」
を
習
い
ま
し
た
。

当
日
は
受
講
生
25
名
が
集

ま
り
、
ま
ず
染
物
の
基
本

と
染
め
の
材
料
と
し
て
よ

く
使
わ
れ
る
植
物
や
媒
染

剤
に
つ
い
て
説
明
を
聞

き
実
習
に
移
り
ま
し
た
。
実
習
で
は
染
料
に
「
黒
豆
の
煮

汁
」
と
「
藍
」、
媒ば
い
せ
ん
ざ
い

染
剤
に
「
焼
き
ミ
ョ
ウ
バ
ン
」
を
使

用
し
ハ
ン
カ
チ
２
枚
を
染
め
ま
し
た
。
初
め
に
ハ
ン
カ
チ

の
所
々
を
輪
ゴ
ム
で
絞
り
水
洗
い
し
た
あ
と
、一
枚
は
「
黒

豆
の
煮
汁
」
の
入
っ
た
鍋
に
入
れ
煮
立
て
ま
し
た
。
ま

た
、
も
う
一
枚
は
、
泡
立
て
な
い
よ
う
溶
い
た
「
藍
」
の

染
料
の
入
っ
た
容
器
に
入
れ
、
染
め
上
が
り
を
待
ち
ま
し

た
。
そ
の
間
、
先
生
か
ら
色
留
め
の
方
法
や
「
染
め
物
は

染
め
と
乾
燥
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
濃
い
仕
上
が
り
に

な
る
。
草
木
染
め
は
使
う
植
物
や
媒ば
い
せ
ん
ざ
い

染
剤
に
よ
り
発
色
が

異
な
る
の
で
楽
し
い
。」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
ハ
ン
カ
チ
を
染
料
か
ら
引
き
あ
げ
、
水
洗
い
し
輪

ゴ
ム
を
解
い
た
受
講
生
た
ち
は
、
色
々
な
絞
り
模
様
に
染

ま
っ
た
ハ
ン
カ
チ
を
満
足
げ
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
受

講
生
た
ち
は
「
大
変
楽
し
か
っ
た
」「
是
非
、
家
で
も
や
っ

て
み
た
い
」
と
残
っ
た
染
料
を
分
け
、
持
ち
帰
る
受
講
生

も
あ
り
大
変
好
評
で
し
た
。

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
２
回
講
座
開
講

13
6月

19
6月

顕　彰　名 受賞者（敬称略） 品　種 市　町

島根県知事賞

（農）小松地営農倶楽部 きぬむすめ 美郷町

（農）小田営農組合 つや姫 江津市桜江町

田中　雅文 ヒメノモチ 邑南町

島根県農業協同組合長賞 （農）小松地営農倶楽部 五百万石 美郷町

島根県知事賞を受賞された
（農）小松地営農倶楽部　代表理事　樋ヶ勝義さん
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https://www.web-moushikomisys.jp/jaweb/ui/
インターネットで
仮審査申込が可能です。

※JA教育ローンのご利用に際しては、組合員加入のための出資が
　必要となります。

みらい

卒業時に返済スタート！
フレキシブルに対応する教育ローンです！

年1.85%
変動
金利

※金利は2019年4月1日現在のものです。金利は金融情勢の変化により、見直しさせていただく場合もあります。
※変動金利型のお借入れ後の利率は、基準金利の変動（年2回）によって返済額も変更になりますのであらかじめ
　ご了承ください。
※カード型「みらい」については、変動金利型のみの取扱いとなります。

2019 4

返済期間内にご融資対象の
お子さまが就職後島根県内にお住まいの場合

※店頭にて返済額の試算を承っております。
※お申込みに際しては、当JAおよび当JAが指定する保証機関において所定の審査をさせていただきます。審査の結果によっては、ご希望に沿いかねる場合もありますので、あらかじめご了承ください。

さらに 年0.2% 引き下げ ! 「申込書」をご提出いただいた以降、
直近の返済日の翌日から引き下げ
となります。

カード型

就職後もサポートします！

Ⓒちょリス

夢への一歩を

強力サポート
！

JA教育ローンJAしまねがあなたを応援♪

お申込みからご契約までネット・
郵送手続き！詳しくはホームページ
でご確認ください。
https://ja-netloan.jp/

こちらも
ご利用
頂けます
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商 品 名

年 齢

勤 続 年 数

所 得

居 住 条 件

お 使 い み ち

お 借 入 期 間

お 借 入 金 額

お 借 入 利 率

ご 返 済 方 法

担 保

保 証 人

保 証 料

手 数 料

そ の 他

資金使途確認資料

ご 利 用
いただける方

当座貸越型（カード型）「みらい」

※上記は島根県農業信用基金協会保証の場合となります。

お申し込みの際にご用意いただく書類 上記のほかにその他保証会社の商品もございます。

・合格通知書または在学証明書
・本人確認書類
・所得を証明する書類
・健康保険証
・住民票（家族全員が記載されたもの）　等

・保証会社によって、金利（ご融資金利＋保証料）が異なります。
・商品内容については、お近くのJA窓口までおたずねください。

JA教育ローン商品内容（島根県農業信用基金協会保証）2019年4月1日 現在

●個人の方。（所定の金額を出資いただき、組合員となっていただきます。)

●教育施設（日本政策金融公庫「国の教育ローン」の対象校）に就学予定または就学中の子弟を有する方。

●当JAが指定する保証機関の保証が受けられる方。

●その他所定の要件を満たしている方。

●就学期間：毎月の約定返済日に利息および保証料をお支払いいただきます。（元金返済は任意です）

●分割返済期間：元利金等返済とし、①毎月返済方式　②特定月（年2回）増額返済方式のいずれかを選択いただけます。

●就学期間：毎月、ご利用いただいた金額・期間に応じた保証料（年率0.5％～1.0％）をお支払いいただきます。

●分割返済期間：お切替時に一括で金額・期間に応じた保証料（年率0.5％～1.0％）をお支払いいただきます。

居住実態が確認できる方。

就学されるご子弟の入学金、授業料、学費およびアパート家賃等教育に関するすべてとします。

不要です。

原則不要です。ただし、配偶者または二親等以内の同一生計者を連帯保証人とする場合があります。
※島根県農業信用基金協会が保証いたします。

繰上返済を行う場合や返済条件を変更される場合の手数料は、無料です。

貸付対象のお子さまが、さらに上級の学校に進学する場合には、乗り換え貸付をすることができます。

※元利均等返済は、毎月の返済額（元利+利息）が一定となる返済方式です。

変動金利型
※変動金利は、基準金利の変動（年2回）によって返済額も変更になりますので、あらかじめご了承ください。

（適用利率については窓口までお問合わせください。）

ご契約極度額50万円以上500万円以内、10万円単位とします。

最長15年以内。ただし、借入期間は貸付対象ご子弟の就学期間（最長7年）および分割返済期間（最長9年・据置期間を含む）
の範囲内。

不要です。

前年度税込年収が原則150万円以上ある方。（非農業者かつ自営業者は300万円以上）

不問です。

お借入時の年齢が満20歳以上で、かつ完済時年齢が満76歳未満の方。
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桜 江 支 店瑞 穂 支 店

　

邑
南
町
中
野
団
地
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
17
回
島
根
お
お
ち
農
業

青
色
申
告
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
に
浜
田
税
務
署
よ
り

小
田
一
爾
署
長
を
お
迎
え
し
、
会
員
、
関
係
者
約
30
名
出
席
の
も
と
、

平
成
30
年
度
の
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
、
令

和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
浜
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
上

席
国
税
調
査
官
の
土
江
美
鈴
氏
よ
り
、
本
年
10
月
よ
り
消
費
税

の
軽
減
税
率
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
消
費
税
の
軽
減

税
率
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
制
度
内
容
等
の
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

青
色
申
告
会
で
は
、
新
た
な
会
員
を
募
集
し
、
適
正
な
申
告

と
と
も
に
経
営
改
善
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

島
根
お
お
ち
農
業
青
色
申
告
会
総
会

年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 25

6月

　6月25日、桜江支店では「サマー感謝デー」とし
てお菓子の詰め合わせを先着60名のお客様へお渡
ししました。
　これは、日頃のご利用に感謝の気持ちをお伝えす
るとともに、現在実施中の「JAしまね貯金サマー
キャンペーン」のPRも兼ねて行なったものです。
　この夏の貯金はぜひともJAへ！　職員一同お待
ちしています。

支店
だよ
り

お待たせしました！
「�第８回�年金友の会�
グラウンドゴルフ大会」
� を開催します!!

支店
だよ
り

　残念ながら、６月７日（金）に
予定していました「年金友の会
グラウンドゴルフ大会」が雨の
ため中止となりました。
　改めまして、９月19日（木）

【予備日９月25日（水）】に
瑞穂球場にて開催を予定し
ています。

 皆様、奮ってご
参加ください。職

員一同お待ちして
います！

　尚、ご案内は８月
の外勤日にて配布予

定ですので、いましば
らくお待ちください。

　

今
年
も
各
支
店
に
お
い
て
、
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
6
月
8
日
（
土
）
に
は
石
見
支
店
で
開
催
さ
れ
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

皆
様
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
熱
気
溢
れ
る

プ
レ
ー
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

　

な
お
、
雨
天
順
延
と
な
っ
た
支
店

の
う
ち
開
催
日
が
決
ま
っ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

瑞
穂
支
店
　
9
月
19
日
（
木
）

　
会
場

：

瑞
穂
球
場

桜
江
支
店
　
7
月
20
日
（
土
）

　
会
場

：

川
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

優　勝　大崎スミ子
準優勝　植田　量平
第３位　小笠原仲三
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JAの葬祭 突然のご不幸にも真心込めて
ご奉仕いたします

受付はお電話一本で、いつでも対応致します。
病院へのお迎えにも対応致します。

JAしまね島根おおち地区本部葬祭センター

生花祭壇(12尺）

〒696-0102 島根県邑智郡邑南町中野1013-13　電話（0855）95-2207  FAX（0855）95-0627
０１２０−０９７−９８３

キュー ナ 　 　 　 　 　 クヤミ

（中国地方のみ利用可能）
フリーダイヤル

サービス

24時間
年中無休

　今年もJAグループ主催の各コンクールへの多くのみなさまの応募をお待ちしております。
詳細につきましては、既に各学校へご案内しております。よろしくお願い致します。

JAバンク 『みどりを守る児童画コンクール』
JA女性部 『みどりを守る作文コンクール』
JA共済 『交通安全ポスターコンクール』
JA共済 『交通安全書道コンクール』
JA全農 『クミアイプロパン絵のコンクール』

五
穀
豊
穣



JA所定の場所へ持ち込みさ
れる場合は、産業廃棄物運
搬車の看板を表示し、委任
状を持参してください。な
お、看板は各営農生活事業
所にありますので、御使用
ください。

■回収実施期間
　7月22日（月）～26日（金）
■回収できるもの
　農業用塩化ビニール（ハウスビニール）
　農業用ポリフィルム（農ポリ・クリンテート等）
　肥料等のポリ袋・畦畔板（畦畔シート）
　育苗箱・農薬のポリ容器（注）等

■回収方法・分別
　回収専用袋を各営農生活事業所で購入
�・「農ビ専用」と「農ポリ専用」の２種類があり、�
�１袋当たり約20㎏程度の廃プラが入ります。
　１袋　500円です。（消費税込）
　その時、（委任状）をお渡しします。
・回収専用袋には、市町名、氏名を記入してください。
・土砂など余分なものは除去してください。
・水分を良く切ってください。
・汚れのひどいものは袋を分けてください。
・ハウスビニールなど専用袋に入らないものは、約20㎏
程度にして結束してください。

（注）普通物農薬の入った
ポリ容器は、洗って半分に
切った物は回収できます。

■回収処理経費
　回収・処理経費は、回収専用袋の販売金額に含まれています。
　この分別回収にあたっては、島根県・管内各市町の支援をいただい
ています。

◎�ご不明な点は各営農生活事業所又は、
　地区本部生産資材課（☎0855-83-1762）にお問い合わせください。

JAへ委任状提出

■持込み搬入
看板
の
標示

産業廃棄物運搬車
JAしまね

5㎝角

45.5㎝

15㎝

農業用廃プラスチックの回収を行います

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 105 1,666,440 428,760 690,459 
ヌキ 143 941,760 288,360 769,428 
合計 248 735,994 

島根おおち
メス 17 834,840 520,560 703,334 
ヌキ 16 941,760 648,000 757,656 
合計 33 729,622 

瑞 穂
メス
ヌキ 2 941,760 838,080 889,920 
合計 2 889,920 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

石 見
メス 5 834,840 669,600 714,960 
ヌキ 5 746,280 723,600 735,264 
合計 10 725,112 

川 本
メス 2 707,400 571,320 639,360 
ヌキ 3 777,600 648,000 707,400 
合計 5 680,184 

邑 智
メス 9 826,200 520,560 709,080 
ヌキ 5 778,680 686,880 748,980 
合計 14 723,330 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス 1 721,440 721,440 721,440 
ヌキ 1 790,560 790,560 790,560 
合計 2 756,000 

県外移出率

47.67%合計35.67%去勢雌 63.11%

中央 “続落 ”
令和元年６月子牛市場成績表

　本県6月の子牛市場は、中央で開設し248頭
の上場があり、平均価格は、735,994円（前
回比38千円安）で“続落”の取引となりました。
　今月の中央においては、極端な過肥、体積
不足の牛は少なかったものの、5月に引き続き
10連休後の枝肉相場の低迷が長く続き素牛価
格に直接影響した月となりました。
　今後も引き続き繁殖農家での飼養頭数の維
持・拡大と後継者づくりに地域を挙げて取り
組み、購買者が島根県内各子牛市場へ安心し
て購買に来て頂けるよう上場頭数の確保が必
要となります。
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農 だ よ り営

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 スタークル粉剤DL 3kg 発生時随時防除　収穫７日前まで

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意

粉剤
１回目 ビームトレボン粉剤5DL

（穂首いもち同時防除） ４㎏ 穂揃期を中心
収穫７日前まで

２回目 スタークル粉剤DL 3kg １回目散布後７～10日後
収穫７日前まで

液剤
１回目 ビームエイトトレボンゾル

（穂首いもち同時防除）
650倍

（薬剤230㏄／水150ℓ）
穂揃期を中心
収穫14日前まで

２回目 スタークル液剤10 1,000倍
（薬剤150㏄／水150ℓ）

１回目散布後７～10日後
収穫７日前まで

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 ラテラトレボン粉剤 4kg 穂ばらみ期　収穫14日前まで
液剤 ブラシンフロアブル 1000倍（薬剤150㏄／水150ℓ） 出穂10日前までに散布する　収穫７日前まで

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 バリダシン粉剤 ３～4kg 穂ばらみ期～出穂期　収穫14日前まで
粒剤 モンガリット粒剤 ３～4kg 出穂２～３週間前に潅水状態で使用　収穫45日前まで
液剤 バリダシン液剤５ 1000倍（薬剤150㏄／水150ℓ）穂ばらみ期～出穂期　収穫14日前まで

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 ブラシン粉剤 ３～4kg 穂ばらみ期～穂揃期　収穫７日前まで
液剤 ブラシンフロアブル 1000倍（薬剤150㏄／水150ℓ）穂ばらみ期～穂揃期　収穫７日前まで

水　稲
【水管理について…7月～８月】
（１）幼穂形成期～穂揃期…根の活力を保つ！！

稲の一生で最も水の必要な時期になります。根ぐされや下葉の枯れ上がりを防ぐため、こまめな間断潅水を行いま
しょう。

（２）穂揃期～登熟期…水田の夜間温度を下げる努力を！！
出穂後20日間は米の肥大が旺盛な時期なので、土壌水分が不足しないよう間断潅水を行い、根の活力を保つため
に常時の潅水は避けてください。また、夜間に高温が続く場合は心白粒対策のため、夜間の用水のかけ流しを行っ
てください。

（３）落水…早期落水をしない！！
早期落水は玄米の充実不足や、未熟粒、死米を増加させます。また、胴割れ粒や過乾燥の原因となり品質を低下さ
せるため、落水は穂揃い後25日頃（熟れ色の着き始め）を目安にしてください。

【病害虫防除…穂いもち、紋枯病、カメムシ、ウンカ】
○穂いもち防除

○紋枯病防除

○稲こうじ防除

○カメムシ防除

○フタオビコヤガ（イネアオムシ）・ウンカ・ツマグロヨコバイ防除

※ハーブ米及びつや姫生産者の方は使用できる薬剤が限られますので、防除にあたっては稲作ごよみ又は、各支店営農生活課へご確認ください。

　カメムシ類は、水田周辺の雑草で増殖
し、稲穂が出ると穂に集まり実を吸汁し、
斑点米を発生させます。
　フタオビコヤガは幼虫が葉を食害し、
葉にカスリ状の食痕が見られ、多発する
と葉が食いつくされて中央の葉脈だけが
残ります。

○斑点米の原因となるカメムシ類と葉を食害するフタオビコヤガ

アカスジカスミカメ ホソハリカメムシ トゲシラホシカメムシ
フタオビコヤガ
（イネアオムシ）
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農 だ よ り営

重点品目野菜の８月の管理
１．白ねぎ

２．なす

４．ピーマン

３．ミニトマト

�お盆時期から「さび病」と「ボトリチス葉枯症」の予防を開始しましょう。 
夏休み後の土寄せは気温が下がってから実施を！排水対策を行い台風に備えましょう！

�ダニの発生に注意しましょう（雨が多くても予防を忘れずに） 
雨や強風の後「褐色腐敗病」が多発するので必ず予防してください（収穫時には気がつきません）

雨が降った後の出荷ではヘタ痛みに注意しましょう！
尻腐れ病（カルシウム欠乏症）予防のため「カルプラス」を定期的に散布しましょう（２週間置き）

農薬散布する前に「防除日誌」を確認し「希釈倍数」「使用回数」をよく確認してください！
ルールを守って「安心・安全な農産物」を消費者に届けましょう！

ハウス内温度が40℃を超える日が続いたら「寒冷紗」をかけましょう！
※９月になったら天候を見て早めに寒冷紗を外しましょう！
単価が上がる９月出荷に向けてトマトトーン処理は丁寧にやりましょう！
病害虫の徹底予防と定期的に潅水を行ってください。

８月上旬予防

８月中下旬予防

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
アザミウマ・シロイチモジヨトウ
ネギコガ・ネギハモグリバエ ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで ２回以内

黒斑病・葉枯病・べと病・さび病 テーク水和剤 600倍 収穫14日前まで ３回以内
ボトリチス葉枯症・黒斑病・白絹病 ロブラール水和剤 1000～1500倍 収穫14日前まで ３回以内

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数

ハダニ類・チャノホコリダニ
スターマイトフロアブル

2000倍 収穫前日 １回以内
ダブルフェースフロアブル

褐色腐敗病 ランマンフロアブル 2000倍 収穫前日 ４回以内

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
オオタバコガ・アザミウマ・ハダニ類 コテツフロアブル 2000倍 収穫前日まで ２回以内
うどんこ病・斑点病 カスミンボルドー 1000倍 収穫前日まで ５回以内

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
オオタバコガ・アザミウマ コテツフロアブル 2000倍 収穫前日まで ３回以内
斑点病・灰色かび病 ロブラール水和剤 1000倍 収穫前日まで ３回以内
すすかび病・葉かび病 トリフミン水和剤 3000倍 収穫前日まで ５回以内
すすかび病・葉かび病・灰色かび病 ファンタジスタ顆粒水和剤 2000～3000倍 収穫前日まで ３回以内

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
ハスモンヨトウ・オオタバコガ フェニックス顆粒水和剤 2000～4000倍 収穫前日 ３回以内
褐色腐敗病 プロポーズ顆粒水和剤 1000倍 収穫前日 ４回以内

令和元年度 ライスセンター 利用料 令和元年度におけるライスセンターの利用料を�
下表により定めることとします

籾含有水分 17.00%
以下

17.10％

18.00％

18.10％

19.00％

19.10％

20.00％

20.10％

21.00％

21.10％

22.00％

22.10%

23.00%

23.10%

24.00%

24.10％

25.00％

25.10％

26.00％

26.10％

27.00％
27.10％
以上

玄米1kg当り 17.5円 20.7円 23.8円 27円 30.2円 31.7円 33.3円 35円 36.5円 38.1円 39.7円 41.2円

～～～～～～～～～～

税別（税率は籾受入時における税率となります）

（米袋　別途）

ライスセンター利用料

保有米運送　税別120円／袋
生もみ運送　税別5.1円／ kg

色彩選別機利用料
品位　2等米 品位　3等米以下

玄米1袋（30kg）当 240円 360円

税別（税率は玄米持込日における税率となります）

（運賃　別途）

21



瑞
穂
支
部
タ
オ
ル
寄
贈

　

瑞
穂
支
部
は
介
護
老
人

福
祉
施
設
「
ゆ
め
あ
い
の

丘
」
に
タ
オ
ル
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
タ

オ
ル
は
瑞
穂
支
部
の
住
金
末
子
部
長
か

ら
「
こ
の
タ
オ
ル
は
、
施
設
で
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
部
員
た
ち
が
声
を
掛
け

合
っ
て
集
ま
っ
た
タ
オ
ル
で
す
。
み
な
さ

ん
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。」
と
の
言
葉
と
と
も
に
「
ゆ
め
あ
い

の
丘
」
事
務
局
長
の
野
田
秀
明
さ
ん
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
野
田
事
務
局
長
さ
ん
か

ら
は
「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。」
と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
金
部
長
は
こ
の
活
動
は
瑞
穂
支
部
の
大

切
な
活
動
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

西
部
Ｊ
Ａ
女
性
部
交
流
会

　

島
根
お
お
ち
、
い
わ
み
中
央
、
西
い
わ
み
の
西
部
３
J
A
女

性
部
に
よ
る
、
西
部
3
地
区
女
性
部
ふ
れ
あ
い
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
い
わ
み
中
央
管
内
で
の
開
催
と
な
り
、

3
地
区
本
部
合
わ
せ
て
63
名
の
女
性
部
員
が
参
加
し
、
島
根
お

お
ち
か
ら
も
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
石
見
畳
ヶ
浦
に
集
合
し
、
記
念
撮
影
を
行
っ
た
あ

と
、
浜
田
市
観
光
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
畳
ヶ
浦
を
散
策
し
ま
し
た
。
近
場
で
す
が
初
め
て
訪

れ
た
と
い
う
方
も
多
く
、
1
6
0
0
万
年
前
の
地
層
や
化
石
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
歴
史
あ
る
場
所
を
散
策
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
に
移
動
し
昼
食
の
後
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
名
刺
交
換
や
、
浜
田
支
部
山
崎
部
長
の

進
行
で
、
伝
達
ゲ
ー
ム
や
氷
川
き
よ
し
の
曲
に
合
わ
せ
た
踊
り

等
を
行
い
会
場
は
お
お
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
の
光

記
事
活
用
と
し
て
、
家
の
光
協
会
の
前
田
希
美
さ
ん
を
講
師
に
、

『
家
の
光
4
月
号
』
よ
り
毛
糸
を
使
っ
た
幸
福
を
よ
ぶ
ボ
ン
ボ
ン

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
終
始
笑
顔
と
笑
い
声
の
絶
え
な
い
研
修

会
と
な
り
、
西
部
の
3
地
区
女
性
部
が
地
区
本
部
を
ま
た
い
で

親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
交
流

を
続
け
よ
り
良
い
関
係
を

築
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

５
６月

12
６月
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石
見
支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

石
見
支
部
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
香
梅
苑
」
を
訪
問
し
草
抜
き
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
17
名
の
部
員
が
集
ま
り
午
前
８
時
か
ら
施
設
建
物
の
後
ろ
側
の
花
壇

と
中
庭
の
二
班
に
別
れ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
日
は
曇
り

空
で
草
取
り
に
は
丁
度
良
い
日
和
で
、
膝
丈
ま
で
伸
び
た
雑
草

や
花
の
時
季
が
終
わ
っ
た
草
花
の
整
理
な
ど
を
し
ま
し
た
。
部

員
た
ち
は
一
生
懸
命
草
取
り
を
し
な
が
ら
も
自
分
た
ち
の
近
況

を
話
し
合
っ
た
り
と
、
終
始
楽
し
そ
う
に
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
草
取
り
作
業
終
了
後
、施
設
内
に
入
り
施
設
の
概
要
や
役
割
、

現
状
な
ど
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
部
員
た
ち
は
入

所
さ
れ
て
い
る
同
郷
の
方
と
お
話
を
し
よ
う
と
、
三
々
五
々
に

散
ら
ば
り
、
そ
れ
ぞ
れ
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
入

所
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

31
５月

『
幸
せ
の
た
ね　
た
ん
ぽ
ぽ
』
夏
の
寄
せ
植
え

　

J
A
女
性
部
フ
レ
ミ
ズ
部
会
『
幸
せ
の
た
ね　

た
ん
ぽ
ぽ
』
は
、
夏
の

植
物
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
部
会
員
の
園
芸
に
詳
し
い
宮

本
昭
枝
さ
ん
が
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。
今
回
は
地
面
に
置
く
か
、
ハ
ン

ギ
ン
グ
す
る
か
で
鉢
を
持
参
し
、
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鉢
の
植
え
付
け
の

ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
あ
と
に
、
準
備
さ
れ
た
花
や
ア
イ
ビ
ー
な
ど
の
苗
を

選
び
、
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
植
え
つ
け
ま
し
た
。
ハ
ン
ギ
ン
グ
寄
せ
植
え
は

地
面
に
置
く
タ
イ
プ
よ
り
多
く
の
苗
が
必
要
な
た
め
レ
イ
ア
ウ
ト
や
植
え

つ
け
方
に
苦
心
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
素
敵
な
寄
せ
植
え
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
続
い
て
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
や
ユ
ー
カ
リ
の

枝
を
使
っ
て
ス
ワ
ッ
グ
と
リ
ー
ス
作
り
を
し
ま
し
た
。
指
導
は

部
会
員
の
高
橋
三
保
子
さ
ん
が
担
当
し
、
枝
を
短
く
切
っ
て
束

ね
て
リ
ボ
ン
や
小
物
を
つ
け
た
ス
ワ
ッ

グ
、
枝
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
円
形
に
束
ね
て

い
く
リ
ー
ス
を
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
楽
し
く
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
は
活
動
計
画
に
つ
い
て
の
協
議

も
行
い
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

30
５月

「
ぼ
か
し
肥
料
」
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

石
見
支
部
で
は
、
中
野
地
区
の
部
員
が
「
ぼ
か
し
肥
料
」
作
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
14
名
の
部
員
が
三
宅
美
和
子
さ
ん
宅
に
集
ま
り
、
寺
内
洋
子
部
長
の
「
ぼ
か
し
肥
料
は
植
物

に
や
さ
し
い
肥
料
。
こ
の
肥
料
を
使
っ
て
安
心
で
お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
邑
南
営
農
生
活
ブ
ロ
ッ
ク
の
白
須
営
農
指
導
員
か
ら

ぼ
か
し
肥
料
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ぼ
か
し
肥
料
の
材
料
は
「
魚
粉
」「
骨
粉
」「
鶏

糞
」
が
あ
り
、
米
ぬ
か
と
良
い
菌
が
あ
れ
ば
良
い
こ
と
と
、
温
度
の
高
い
夏
は
一
週
間
程
度
で
で

き
る
と
の
説
明
の
あ
と
に
実
際
に
肥
料
作
り
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

今
回
は
「
鶏
糞
」「
米
ぬ
か
」「
油
粕
」
の
三
つ
の
材
料
を
ム
ラ
な
く
混

ぜ
合
わ
せ
、
適
量
の
水
を
か
け
て
更
に
混
ぜ
合
わ
せ
た
あ
と
温
度
計
を

セ
ッ
ト
し
て
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
、
麻
袋
で
覆
い
を
し
ま
し
た
。
想
像
以

上
の
重
労
働
で
し
た
が
、
部
員
た
ち
は
手
に
ス
コ
ッ
プ
や
ク
ワ
を
持
っ

て
３
０
０
キ
ロ
の
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
と

は
発
酵
を
待
ち
、
50
度
位
に
な
っ
た
時
点
で
切
り
返
し
を
行
い
温
度
管

理
を
し
っ
か
り
し
て
ぼ
か
し
肥
料
が
出
来
上
が
る
の
を
待
つ
ば
か
り
で

す
。
部
員
た
ち
は
「
出
来
上
が
る
の
が
楽
し
み
。」「
途
中
、
発
酵
の
様

子
を
見
に
来
た
い
。」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

７
６月

ケ
イ
ト
ウ
栽
培
講
習
会
を
実
施

　

島
根
お
お
ち
女
性
部
が
取
り
組
ん
で
い
る
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
の
第
３
回
講
習
会
が
管
内
５
箇
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
定
植
後
か
ら
収
穫
ま
で
の
管
理
に
つ
い
て
女
性
部
員
の
ケ
イ
ト
ウ
圃

場
を
会
場
に
「
ネ
ッ
ト
上
げ
」・「
下
葉
か
き
」・「
潅
水
」・「
病
害

虫
の
防
除
」・「
肥
料
管
理
」
な
ど
に
つ
い
て
営
農
部
営
農
企
画
課

の
三
浦
指
導
員
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
三
浦
指
導
員
か
ら
は

「
特
に
今
年
は
雪
が
少
な
く
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
虫
が
多
い
の
で
防

除
の
徹
底
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入

り
蒸
し
暑
く
な
る
た
め
病
気
や
台
風
な
ど
風
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
し
っ
か
り
対
策
す
る
事
を
心
掛
け
て
欲
し
い
。」
な
ど
と
実
際

に
圃
場
の
ケ
イ
ト
ウ
を
参
考
に
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
荷
ま
で
あ
と
約
一
ヶ
月
、
部
員
た
ち

は
少
し
で
も
品
質
の
良
い
ケ
イ
ト
ウ
を
育
て
よ
う
と
熱
心
に
質
問

を
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
７
月
20
日
頃
に
は
「
出
荷
目
合
わ
せ
会
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

27
6月

28
6月
～
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◇
み
ょ
う
が
の
生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
目
が
と
ま
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
夏
は
そ
う
め
ん

と
一
緒
に
頂
く
と
さ
っ
ぱ
り
お
い
し
い
。み
そ
汁
に
入
れ
る
こ
と
も
。「
み
ょ
う
が
は
こ
う
や
っ

て
で
き
る
の
？
」
と
写
真
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
日
々
努
力
に
よ
り
私
た

ち
の
口
に
入
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
で
す
。�

桜
江
支
店
管
内　

Ｙ
さ
ん　

50
代

●
こ
れ
か
ら
の
暑
い
季
節
、
の
ど
越
し
の
良
い
そ
う
め
ん
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
ま
す
ね
。

そ
ん
な
時
の
薬
味
は
や
は
り
み
ょ
う
が
。
独
特
の
香
り
と
ピ
リ
ッ
と
感
が
食
欲
を
そ
そ
り
、

よ
り
美
味
し
く
頂
く
事
が
出
来
ま
す
。
他
に
も
酢
味
噌
和
え
や
冷
奴
、
お
漬
物
な
ど
な
ど
、

み
ょ
う
が
の
時
季
が
楽
し
み
で
す
。

◇
今
年
は
３
年
振
り
に
夏
野
菜
を
あ
れ
こ
れ
少
し
ず
つ
植
え
て
み
ま
し
た
。
丁
寧
に
耕
し
て

植
え
て
も
猿
に
や
ら
れ
、
植
え
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
が
今
年
は
違
い
ま
す
。
立

派
に
花
を
つ
け
、
実
が
な
り
始
め
ま
し
た
。
嬉
し
く
っ
て
…
毎
日
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

猿
に
や
ら
れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
守
ら
な
く
て
は
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

70
代

●
農
家
の
大
敵
！
「
イ
ノ
シ
シ
」
に
な
ら
ぶ

4

4

4

？
い
や
、
更
に
強
敵
の
「
猿
」。
猿
は
大
き
な
群

れ
で
移
動
し
て
瞬
く
間
に
農
産
物
に
被
害
を
与
え
ま
す
。
猿
に
見
つ
か
ら
ず
無
事
に
野
菜
の

収
穫
が
で
き
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
猿
に
負
け
な
い
で
！

◇
ケ
イ
ト
ウ
の
苗
を
30
本
配
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
女
性
部
が
行
く
」
を
読
み
、
一
穴
一

粒
の
種
を
蒔
か
れ
、
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
た
苗
を
頂
い
た
の
で
大
切
に
育
て
た
い
と
思
い
ま

す
。�

　

石
見
支
店
管
内　

Ｕ
さ
ん　

？
代

●
６
月
に
入
り
雨
も
ほ
ど
ほ
ど
に
ケ
イ
ト
ウ
は
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
か
？ 

こ
れ
か
ら
お

盆
に
向
け
て
ケ
イ
ト
ウ
の
花
も
咲
き
始
め
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
ね
。
雨
や
風
、
日
照
り
に
も

負
け
ず
、
病
気
に
も
害
虫
に
も
負
け
ず
、
立
派
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
よ
う
に
！

◇
「
健
康
散
歩
」
～
腸
活
で
食
中
毒
予
防
～
腸
活
に
適
切
な
食
物
が
具
体
的
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
大
変
助
か
り
ま
す
。大
腸
癌
で
病
気
と
付
き
合
っ
た
経
験
を
し
て
い
ま
す
の
で「
腸
」

に
対
し
て
は
人
一
倍
敏
感
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

80
代

●
最
近
、
テ
レ
ビ
等
で
も
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
、
腸
内
環
境
を
整
え
よ
う
と
頻
繁
に
放

送
さ
れ
て
い
ま
す
。「
健
康
散
歩
」
に
腸
に
は
体
内
の
免
疫
細
胞
の
約
６
割
が
集
中
し
て
い
る

と
あ
り
、
な
る
ほ
ど
納
得
で
し
た
。
紹
介
さ
れ
て
い
た
「
発
酵
食
品
」
と
「
食
物
繊
維
の
豊

富
な
食
品
」
は
身
近
な
食
品
ば
か
り
。
こ
れ
な
ら
日
々
「
腸
活
」
出
来
そ
う
で
す
ね
。「
腸
活
」

す
る
事
で
免
疫
を
高
め
、
便
秘
の
解
消
、
美
容
に
も
グ
ッ
ド
で
、
一
石
二
鳥
以
上
で
す
ね
。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介
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JA正組合員のみなさまへ

店頭・配達価格より
（灯油・軽油・混合油）５円引き

春期（３月）の外勤日で送付させて頂いた割引チケットをご持参の上、
各給油所をご利用くださいますようご案内申し上げます。

《特別価格期間》令和元年８月１日～10月31日

島根おおち地区本部 生活部 燃料課
瑞穂給油所：0855-83-0151 井 原 給 油 所：0855-95-0406
市木給油所：0855-85-1001 阿須那給油所：0855-88-0130
日和給油所：0855-97-0126 日 貫 給 油 所：0855-97-0401
宮内給油所  ※記載の７ヶ所の給油所でご利用いただけます。

農業用燃料に限る



8月７日 8月22日
8月23日

水 木

金

８月の行事予定
年金相談会
場所：石見支店

年金相談会
場所：大和支店

8月25日日 年金相談会場所：桜江支店

ゆとり倶楽部
講座：料理講座
場所：田所公民館

事例１、 会社員（厚生年金加入１年）だった夫が転職して自営業（国民年金納付30年）で 
夫53歳が死亡。妻45歳（国民年金のみ）と20歳と15歳の子供が２人いる場合

事例２、 会社員（厚生年金加入30年）だった夫が転職して自営業（国民年金納付１年）で 
夫53歳が死亡。妻45歳（国民年金のみ）と20歳と15歳の子供が２人いる場合

～遺族年金ってどんな年金
 なんでしょー !! 第２弾～
　遺族年金は、国民年金または厚生年金加入中、受給中また受給資格の
ある方が亡くなられた時に、その方によって生計を維持されていた遺族が受けることができる年金です。
加入している年金等で受取方が違います。
　今月も事例を交えて学習してみましょう!!

遺族年金受給するには条件があります。その１つに25年以上（300ヶ月）の受給資格期間があること。
事例１・２は25年以上ありますので図のように受給となります。遺族年金は加入されている年金、納付
状況、遺族の状況等で受給する内容が違ってきます。一度相談される事をお勧めします。
来月は厚生年金加入の方の遺族年金について学習しましょう!!

８月年金相談会
石 見 支 店	 ８月		７日（水）
	 10：00～15：00

大 和 支 店 	 ８月22日（木）
	 14：00～20：00

桜 江 支 店 	 ８月25日（日）
	 10：00～15：00

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね　島根おおち地区本部　金融課 TEL.83-1803

17日（土）・19日（月）・20日（火）８月の外勤日

妻45歳

妻45歳

  遺族厚生年金

  遺族厚生年金

  ２子加給年金　224,500円

  ２子加給年金　224,500円

  遺族基礎年金　780,100円

  遺族基礎年金　780,100円

寡婦年金 妻本人の基礎年金

妻本人の基礎年金

妻50歳　　　　　　60歳　　　　　　65歳

妻50歳　　　　　　60歳　　　　　　65歳

夫が生きていれば
65歳から受給する

基礎年金の3/4

第２子が
高校卒業する
３月末まで

第２子が
高校卒業する
３月末まで

厚生年金20年以上かけた
夫が死亡の時、基礎年金

満額の3/4

中高齢寡婦加算
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